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用語解説

※用語解説中の下線付きの用語には、別途用語解説があります。

あ行 

亜亜高高木木層層  （（ああここううぼぼくくそそうう））  

高高木木層層と低低木木層層の中間の階層のこと。４～８ｍの樹種を指す。 

育育成成単単層層林林（（いいくくせせいいたたんんそそううりりんん））  

単一樹種を同時期に植栽し、維持する施施業業方法。 

育育成成複複層層林林（（いいくくせせいいふふくくそそううりりんん））  

森林を構成する樹木を部分的に伐採し、その後植植林林を行うこと等により、年齢や高さの異なる樹木から構成さ

れる森林。 

陰陰樹樹（（いいんんじじゅゅ））  

光が少なくても光合成することができるため、日光にあまり当たらなくても生育できる樹木。比較的寿命は

長い。 

エエココツツーーリリズズムム

自然環境や歴史文化を対象とし、それらを体験し、学ぶとともに、対象となる地域の自然環境や歴史文化の保

全に責任を持つ観光のありかた。 

か行 

皆皆伐伐更更新新（（かかいいばばつつここううししんん））  

森林に生育する木の全部あるいは大部分を一時に伐採し収穫する更更新新方法である。 

回回廊廊（（緑緑のの回回廊廊））（（かかいいろろうう））  

適切な森林の維持整備を行うことによって動植物の移動経路の確保、全体としての生物多様性の保全を図る

取組。 

架架線線系系作作業業シシスステテムム（（かかせせんんけけいいささぎぎょょううシシスステテムム））  

タタワワーーヤヤーーダダ、集材機等を使用する集材方法で、急傾斜地で路網整備が困難な場合などに採用される。

間間伐伐（（かかんんばばつつ））  

植栽木相互の光環境をめぐる競争を管理するため、樹木の混み具合に応じて育成する樹木の一部を伐

採（間引き）し、残存木の成長を促進する作業。過密になった林分では、間伐することで林床に光を入れて

林床植物の生育を促し、土壌保全や土砂災害防止等の機能を高める目的で実施される。 

極極相相（（ききょょくくそそうう））  

遷遷移移が安定した状態を極相という。 
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空空洞洞木木（（くくううどどううぼぼくく））  

風等により樹木の枝が折れ、折れた部分から侵入した水によって樹木の内部が枯れて空洞化した樹木。「うろ」

とも言い、鳥類や昆虫などの生物多様性保全に重要だと言われている。 

矩矩形形植植栽栽（（くくけけいいししょょくくささいい））  

長方形に苗木を配置し植えつける植栽方法。 

熊熊本本連連携携中中枢枢都都市市圏圏  （（くくままももととれれんんけけいいちちゅゅううすすううととししけけんん））  

連携中枢都市圏構想に基づいて地域活性化のための拠点を形成するため、熊本圏域の１８市町村が連携して

取組を実施する枠組み。 

ググララッッププルル  

グラップルヘッドは木材を把持する機能を持つ作業装置で、油圧ショベル等にグラップルヘッドを装着したもの

をグラップルという。林業現場の多様な作業に使われている。 

経経営営管管理理権権（（けけいいええいいかかんんりりけけんん））  

地域森林計画の対象となる森林について、森林所有者が行うべき自然的経済的社会的諸条件に応じた経営

又は管理を市町村が行うため、 当該森林所有者の委託を受けて立立木木の伐採及び木材の販売、造造林林並びに保

育、（木材の販売による収益を収受するとともに、販売収益から伐採等に要する経費を控除してなお利益がある

場合にその一部を森林所有者に支払うことを含む。）を実施するための権利。 

経経営営管管理理権権集集積積計計画画（（けけいいええいいかかんんりりけけんんししゅゅううせせききけけいいかかくく））  

市町村が経経営営管管理理権権を当該市町村に集積することが必要かつ適当と認める場合に定める計画。 

経経営営管管理理実実施施権権（（けけいいええいいかかんんりりじじっっししけけんん））  

地域森林計画の対象となる森林について経経営営管管理理権権を有する市町村が当該経経営営管管理理権権に基づいて行うべき

自然的経済的社会的諸条件に応じた経営又は管理を民間事業者が行うため、当該市町村の委託を受けて伐採

等（販売収益を収受するとともに、販売収益から伐採等に 要する経費を控除してなお利益がある場合に その一

部を市町村及び森林所有者に支払うことを含む。）を実施するための権利。 

経経営営管管理理実実施施権権配配分分計計画画（（けけいいええいいかかんんりりじじっっししけけんんははいいぶぶんんけけいいかかくく））  

市町村が、経経営営管管理理権権を有する森林について、民間事業者に経経営営管管理理実実施施権権の設定を行おうとする場合に定

める計画。 

警警戒戒区区域域（（けけいいかかいいくくいいきき））  

土砂災害防止法に基づく土砂災害警戒区域等。土砂災害（急傾斜地の崩壊、土石流、地滑り）が発生した場

合、住民の生命または身体に著しい危害が生ずるおそれがあると認められる土地の区域で、一定の開発行為の

制限及び居室を有する建築物の構造の規制をすべき土地として県が指定する区域。 
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径径級級（（けけいいききゅゅうう））  

木材の太さごとの階級。 

更更新新（（ここううししんん））  

伐採等により樹木等が無くなった箇所に、植植林林を行うことや自然に落ちた種子からの発芽等により森林の世代

が変わること。 

高高性性能能林林業業機機械械（（ここううせせいいののううりりんんぎぎょょううききかかいい））  

従来のチェーンソーや集材機等に比べて、作業の効率化や労働強度の軽減等の面で優れた性能をもつ林業

機械。 

高高木木層層（（ここううぼぼくくそそうう））  

森林を３つの階層に区分した際に最も樹高の高い階層のこと。主に樹高８m 以上の樹種を指す。 

枯枯損損木木（（ここそそんんぼぼくく））  

枯れた樹木のこと。 

さ行 

再再造造林林  （（ささいいぞぞううりりんん））  

人工林を伐採した跡地に人工造造林林を行うこと。 

作作業業路路網網（（ささぎぎょょううろろももうう））  

ププロロセセッッササやフフォォワワーーダダなどの林業機械走行のために臨時的に作設される路路網網のこと。 

里里山山林林（（ささととややままりりんん））  

居住地近くに広がり、薪炭材の伐採、落葉の採取等を通じて地域住民に利用されている、あるいは利用された

森林。 

CCSSRR 活活動動（（シシーーエエススアアーールルかかつつどどうう））  

企業が社会的責任 Corporate Social Responsibility を果たす活動。企業が事業活動のなかで、自社の

利益のみを優先するのではなく、人権に配慮した雇用や労働条件、消費者保護、環境配慮、地域貢献など、顧客

や従業員、取引先や地域社会など様々な利害関係者（ステークホルダー）の利益も重視し、経済的、社会的、環境

的に持続可能な企業活動を行うこと。活動するだけではなく、活動内容を利害関係者に説明する責任を果たすこ

とも含まれる。 
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地地ごごししららええ（（じじごごししららええ））  

苗木を山に植栽する前に、植植林林作業を実施しやすく、苗木の生育環境を良くするため、伐採した木の枝や、かん木など

を取り除き筋状に並べる作業のこと。 

下下刈刈りり（（ししたたががりり））  

雑草木を刈払い、植栽木の成長に対する光、通風、根系競合などの障害を除去する作業。 

仕仕立立てて（（ししたたてて））  

人工造造林林により目的とする森林の姿（形）につくりあげる作業過程。1ha 当たりの植栽本数により、疎仕立＜中

仕立＜密仕立となる。 

樹樹下下植植栽栽（（じじゅゅかかししょょくくささいい））  

複層林の造成を目的として行う、樹下への苗木の植栽。 

受受光光伐伐（（じじゅゅここううばばつつ））  

育育成成複複層層林林において、下層の樹木の成長環境と光環境を確保するために上層の樹木を抜き切りする作業。 

主主伐伐（（ししゅゅばばつつ））  

森林の一部又は全部の伐採。次世代の森林を更更新新（人工造造林林または天然更更新新）することが望ましい。  

蒸蒸発発散散（（じじょょううははっっささんん））  

植物群落から大気への水の輸送過程、あるいは輸送される水蒸気の総量。蒸発と蒸散を組み合わせた言葉。

蒸発が水面から水蒸気拡散を示す物理現象であるのに対し、蒸散は樹木の気孔を通しての水蒸気拡散であり、

植物の生理作用を介在した現象である。 

植植林林（（ししょょくくりりんん））  

木を植えること。伐採跡地や無立立木木地に、苗木の植え付け、種子のまき付け、挿し木などをして森林にまで育て

ること。 

除除伐伐（（じじょょばばつつ））  

天然に侵入した不要樹種、植栽木の不良木、被害木を伐倒し、植栽木の成長の障害を除去する作業。 

針針広広混混交交林林（（ししんんここううここんんここううりりんん））  

針葉樹と広葉樹が混じりあった森林。 

人人工工林林（（じじんんここううりりんん））  

人手を加えて管理する森林のこと。 
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森森林林環環境境教教育育（（ししんんりりんんかかんんききょょううききょょうういいくく））  

森林内での多様な体験活動などを通じて人々の生活や環境と森林との関係について学ぶことにより、「地球温暖化

防止」など森林の多面的機能や森林の整備と森林資源の循環利用の必要性等に対する理解を醸成するとともに、子

供達の「生きる力」を育むための取組。 

森森林林作作業業道道（（ししんんりりんんささぎぎょょううどどうう））  

主として林業機械の走行を予定するものであり、走行する車両には 2 トン積程度の小型トラックなどを含み、森

林施業のために特定の人が利用する道である。 

森森林林所所有有者者のの不不在在村村化化（（不不在在村村森森林林所所有有者者））（（ししんんりりんんししょょゆゆううししゃゃののふふざざいいそそんんかか））（（ふふざざいいそそんんししんんりりんんししょょゆゆううししゃゃ））  

所有者（個人、法人）が森林が所在している地域に居住していないこと。 

森森林林病病害害虫虫（（ししんんりりんんびびょょううががいいちちゅゅうう））  

松くい虫（松の枯死の原因となる線虫類を運ぶ松くい虫）、特定せん孔虫（樹木に付着してその生育を害する

せん孔虫類であって、急激にまん延して森林資源に重大な損害を与えるおそれがあるため特別な措置を要するも

の）、政令指定病害虫（樹木に付着してその生育を害するせん孔虫類、松毛虫、マツバノタマバエ、スギタマバエ、

マイマイガ、スギハダニ、クリタマバチ、ノネズミ、カラマツ先枯病菌）等。

ススイインンググヤヤーーダダ

主索を用いない簡易索張方式に対応し、かつ、作業中に旋回可能なブームを装備する集材機械。油圧ショベル

等に集材用ウインチを搭載し、アームをタワーとして使用する。 

正正三三角角形形植植栽栽（（せせいいささんんかかくくけけいいししょょくくささいい））  

苗木の植え付け配置のタイプの一つで、正三角形の頂点を植え付け位置とするもの。樹冠の広がる空間が円

形に近くなるという利点がある。 

成成木木（（せせいいぼぼくく））  

成長により幹が太り、枝と根が張って、安定した状態になった立立木木。 

施施業業（（せせぎぎょょうう））  

目的とする森林を造成及び維持するための造造林林、保育、間間伐伐、伐採等の一連の森林に対する行為。 

施施業業のの集集約約化化（（せせぎぎょょううののししゅゅううややくくかか））  

林業事業体などが隣接する複数の森林所有者から路路網網の作設や間間伐伐等の施施業業を受託し、一括して行うこと。

個々に行うよりも効率的に施施業業を行いコストダウンを図ることが可能。 
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遷遷移移（（せせんんいい））  

ある群落（植物の集団（優占する樹種、混交する樹種、林床のササ類、草本類などすべての構成種を含ん

だ状態）を種類構成等で類型化したもの）が時間の経過とともに、別の群落へ変化していく現象のこと。 

造造林林（（ぞぞううりりんん））  

現在ある森林に対し手を加えることにより、目的にあった森林の造成を行うこと。あるいは、無立立木木地に新しく森

林を仕仕立立ててること。造林の方法は人工造造林林と天然更更新新に大別される。 

た行 

大大径径材材（（たたいいけけいいざざいい））  

丸太の最小径が 30 センチメートル以上のもの。 

滞滞水水層層（（たたいいすすいいそそうう））  

地下水が蓄えられている地層。通常は、粘土などの不透水層（水が流れにくい地層）にはさまれた、砂や礫（れ

き）からなる多孔質浸透性の地層をさす。 

タタワワーーヤヤーーダダ

簡便に架線集材できる人工支柱を装備した移動可能な集材機械。急傾斜地での作業に向いている。

稚稚樹樹（（ちちじじゅゅ））  

若芽から生長したばかりの樹木。小さくて若い木。 

長長伐伐期期施施業業（（ちちょょううばばっっききせせぎぎょょうう））  

通常の伐採年齢（例えばスギの場合 40 年程度）のおおむね 2 倍以上に相当する林林齢齢で主主伐伐を行う施施業業。 

低低ココスストト林林業業（（てていいここすすととりりんんぎぎょょうう））  

施施業業地の集約化・林内の路網整備・高高性性能能林林業業機機械械の導入など、作業の合理化と機械化を図り、搬出にかかる

費用を抑えた新しい林業の作業方法。 

低低木木層層（（てていいぼぼくくそそうう））  

森林の階層の最も樹高の低い階層のこと。主に４m 以下の樹種を指す。 

天天然然林林（（ててんんねねんんりりんん））  

人人工工林林の対語で、現在人手が加わっていない森林のこと。 
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特特定定植植物物群群落落（（ととくくてていいししょょくくぶぶつつぐぐんんららくく））  

環境省の自然環境保全基礎調査によって選定された、原生林、社寺林、郷土景観を代表するなど、学術上重要

あるいは、保護を必要とする植物群落のこと。 

は行 

ハハーーベベススタタ

従来チェーンソーで行っていた立立木木の伐倒、枝払い、玉切りの各作業と玉切りした材の集積作業を一貫して行

う自走式機械。 

パパリリ協協定定（（パパリリききょょううてていい））  

気候変動枠組条約のもと、開発途上国を含む全ての締約国が参加する 2020 年以降の国際的な温暖化対策

の法的枠組み。2015 年の COP21（第 21 回締約国会議）で採択。2016 年 11 月に発効。その中で森林関連

分野については、森林等の温室効果ガスの吸収源及び貯蔵庫を保全し、強化する行動を実施するとともに、開発

途上国の森林減少・劣化に由来する排出の削減等（REDD+）の実施及び支援を奨励することとなっている。 

ヒヒーートトアアイイラランンドド現現象象（（ヒヒーートトアアイイラランンドドげげんんししょょうう））

都市部において、高密度にエネルギーが消費され、また、地面の大部分がコンクリートやアスファルトで覆われて

いるために水分の蒸発による気温の低下が妨げられて、郊外部よりも気温が高くなっている現象をいう。等温線を

描くと、都市中心部を中心にして島のように見えるためにヒートアイランドという名称が付けられている。 

非非皆皆伐伐更更新新（（ひひかかいいばばつつここううししんん））  

皆皆伐伐を避け、部分的に木材を収穫する更更新新方法である。 

標標準準伐伐期期齢齢（（ひひょょううじじゅゅんんばばっっききれれいい））  

市町村森林整備計画において、地域の標準的な主主伐伐の林林齢齢として定められるもの。 主要な樹種ごとに、平均

成長量が最大となる年齢を基準として、森林の有する公益的機能、既往の平均伐採齢及び森林の構成を勘案し

て定められる。なお、標準伐期齢は、地域を通じた主主伐伐の時期に関する指標として定めるものであり、標準伐期齢

に達した時点での森林の伐採を促すものではない。 

フフォォワワーーダダ

玉切りした短幹材をググララッッププルルクレーンで荷台に積んで運ぶ集材専用の自走式機械。

ププロロセセッッササ  

林道や土場などで、全木集材されてきた材の枝払い、測尺、玉切りを連続して行う自走式機械。 

保保安安林林（（ほほああんんりりんん））  

公益的機能の発揮が特に要請される森林について、農林水産大臣又は都道府県知事が「森林法」に基づいて指定

する森林。立立木木の伐採や土地の形質の変更等を規制している。 
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ぼぼうう芽芽更更新新（（ぼぼううががここううししんん））  

伐期に達した立立木木を伐採して、根株部からぼう芽（切り株からの芽生え、ヒコバエ）を発生させ後継樹を仕仕立立てて
る方法。ぼう芽の発生は、同じ樹種でも伐採時期、伐採位置や樹齢などによって異なるので、注意が必要。 

保保残残帯帯（（ほほざざんんたたいい））  

伐採せずに残すエリアのことを指す。伐採面積を大きくせずに土砂流出を抑え、尾根筋や渓流沿いの保残帯は

生物多様性を保全するのに役立つ。 

母母樹樹（（ぼぼじじゅゅ））  

樹木の繁殖において、新しい株のもとになる種子やさし穂、穂木などをとるための木。繁殖のもととなる木。 

補補植植（（ほほししょょくく））  

苗木が枯れて空地ができたとき、再び苗木を植えること。 

ま行 

民民有有林林（（みみんんゆゆううりりんん））  

国が所有する国有林以外の森林のこと。私有林、県有林、市有林等が含まれる。 

芽芽かかきき（（めめかかきき））  

ぼう芽枝を必要な本数に調整する作業。 

木木育育（（ももくくいいくく））  

子どもをはじめとするすべての人々が、木材に対する親しみや木の文化への理解を深めるため、多様な関係者

が連携・協力しながら、木材の良さやその利用の意義を学ぶ教育活動。 

木木質質ババイイオオママスス（（ももくくししつつババイイオオママスス））  

バイオマスとは、生物資源（bio）の量（mass）を表す言葉であり、「再生可能な生物由来の有機性資源（化石

燃料は除く）」のこと。中でも、木材からなるバイオマスのことを「木質バイオマス」と呼び、主に、樹木の伐採や造

材のときに発生した枝、葉などの林地残材、製材工場などから発生する樹皮やのこ屑などのほか、住宅の解体材

や街路樹の剪定枝などの種類がある。 

モモニニタタリリンンググ

通常は「監視」の意味で用いられるが、「自然環境」の関係で用いられる場合は、地域の自然環境の状況につ

いて継続的、あるいは定期的に調査を実施することをいう。 

や行 

陽陽樹樹  （（よよううじじゅゅ））  

日光に当たることを好み、強い光を利用して高い光合成速度を示す樹木。比較的寿命が短い。 
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ら行 

立立木木（（りりゅゅううぼぼくく））  

土地に生育する個々の樹木。 

利利用用間間伐伐（（りりよよううかかんんばばつつ））  

間間伐伐で伐採したスギやヒノキを木材等に有効利用するもの。伐採した間伐材は、利用に適した長さに玉切りし、

木材市場等に運び、そこで製材業者等に販売する。 

林林業業普普及及指指導導員員（（りりんんぎぎょょううふふききゅゅううししどどうういいんん））  

林業技術の改善、林業経営の合理化、森林の整備等を促進し、林業の振興を図るとともに、森林の有する諸機

能の高度発揮に資するために都道府県に置かれた林業技術専門員、林業改良指導員。森林所有者等に接し、技

術および知識の普及と森林施施業業に関する指導を行う。 

林林床床植植物物（（りりんんししょょううししょょくくぶぶつつ））  

森林内の地表面のことを林床と言い、林床に生育する植物を林床植物という。 

林林相相（（りりんんそそうう））  

森林の外観。葉の形と落葉性による区分（常緑広葉樹林、照葉樹林など）が最も普通であるが、地理的区分

（亜高山針葉樹林など）、遷遷移移段階（落葉広葉樹二次林など）などを含めることも多い。 

林林分分（（りりんんぶぶんん））  

樹木の種類（組成）とその大きさや密度（構造）がほぼ一様な樹木の集団と、それらが生育しているひとまとま

りの林地の呼称。 

林林分分密密度度管管理理図図（（りりんんぶぶんんみみつつどどかかんんりりずず））  

一斉林の密度管理のために、地域ごと樹種別に作成される図。ヘクタールあたり材積とそれに関連する本数密

度、上層木の平均樹高、平均胸高直径の関係を示したもの。 

林林齢齢（（りりんんれれいい））  

森林の年齢。人工林では、苗木を植栽した年を 1 年生とし、以後、2 年生、3 年生と数える。 

列列状状間間伐伐（（れれつつじじょょううかかんんばばつつ））  

選木基準を定めずに単純に列状に間間伐伐する方法。高高性性能能林林業業機機械械の導入による作業効率の向上、選木作業の

省力化等による間間伐伐経費の削減に有効な手段。 



94 95

用語解説

参
考
資
料

用語解説

老老齢齢林林（（ろろううれれいいりりんん））  

文字通り老齢の林を老齢林というが、ここでいう老齢林とは、林林分分の発達段階における最終段階の老齢林のこ

とで、高高木木層層の枯死木や倒木が含まれ、様々な世代の木からなる階層構造の発達した森林のことである。極極相相林

とほぼ同じである。 

路路網網（（ろろももうう））  

森林内にある公道、林道(林業専用道を含む。)及び森森林林作作業業道道の総称、又はそれらを適切に組み合わせたも

の。森林施施業業を効果的に行うためには、路網の整備が必要となる。 

路路網網密密度度（（ろろももううみみつつどど））  

「公道等」、「林道」及び「作業道」の現況延長の合計を森林面積で除した値。単位は m/ha。 
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参考・引用元 一覧 

◆文献資料

「森林経営管理制度に係る事務の手引き」（林野庁） 

「平成 27 年度版 森林作業道作設ガイドライン」（林野庁） 

「森林総合監理士基本テキスト」（林野庁） 

「令和元年度森林林業白書」（林野庁） 

「熊本県森林・林業・木材産業基本計画」（熊本県） 

「林業技術ハンドブック」（全国林業改良普及協会） 

「森林・林業実務必携」（森林・林業実務必携編集委員会） 

「日本海岸林学会 用語集」（日本海岸林学会） 

「岩波生物学事典」（岩波書店） 

「植物学の百科事典」（丸善出版） 

「日本国語大辞典」（小学館）   

「農業食料工学ハンドブック」（コロナ社） 

「木材・建材用語辞典」（日刊木材新聞社） 

◆インターネット HP（ホームページ）

林野庁 HP「森林計画等の用語解説」（https://www.rinya.maff.go.jp/chubu/policy/business/ 

sinrinkeikaku/pdf/yougokaisetu.pdf）（検索日 2020 年 12 月） 

林野庁 HP「2019 年度 路網を活かした森林作業システム」（https://www.rinya.maff.go.jp/j/kaihatu/ 

kikai/attach/pdf/jigyo-56.pdf）（検索日 2020 年 12 月） 

林野庁 関東森林管理局 HP（https://www.rinya.maff.go.jp/kanto/gizyutu/yougonokaisetu1.html）

（検索日 2020 年 12 月） 

林野庁 関西森林管理局 HP「主な林業用語の解説」（https://www.rinya.maff.go.jp/kanto/gizyutu/ 

yougonokaisetu1.html）（検索日 2020 年 12 月） 

林野庁 近畿中国森林管理局 HP（https://www.rinya.maff.go.jp/kinki/simane/work/sinrin-

dukuri.html）（検索日 2020 年 12 月） 

林野庁 九州森林管理局 HP 用語集（https://www.rinya.maff.go.jp/kyusyu/saisei_plan/yougo.html）

（検索日 2020 年 12 月） 

環境省 HP「エコツーリズムとは」（https://www.env.go.jp/nature/ecotourism/try-

ecotourism/about/index.html）（検索日 2020 年 12 月） 

茨城県 HP「森林・林業用語の解説」（https://www.pref.ibaraki.jp/soshiki/nourinsuisan/ 

rinsei/documents/ringyouyougo.pdf）（検索日 2020 年 12 月） 

館林市 HP「用語の解説」（https://www.city.tatebayashi.gunma.jp/docs/2017041700026/files/ 

kaisetu.pdf）（検索日 2020 年 12 月） 

信州上小森林組合 HP（http://jforest.jp/）（検索日 2020 年 12 月） 

一般財団法人環境イノベーション情報機構 HP｢環境用語集｣（https://www.eic.or.jp/） 

（検索日 2020 年 12 月） 

やまぐち農林振興公社 HP（http://www.y-agreen.or.jp/html/12_declare/12_declare_02.htm）（検索日

2020 年 12 月） 

Ｗｅｂｌｉｏ辞書ＨＰ「農林水産関係用語集」(https://www.weblio.jp/cat/occupation/nrnss) 

（検索日 2020 年 12 月） 


